夏の創造探究事業　小論文について

　内容　(1)参加した創造探究事業から「リサーチクエスチョン」を設定する。
(2) (1)について、書籍やインターネットを利用して事実を自分で調べ、「研究テーマ」を設定する。
(3)小論文を作成する。

　構成　下に示した例を見本に、６構成以内で作成する。研究テーマの内容や書き方によっては、引用文献を省略してもよい。

用紙　用紙サイズ・枚数は問わないが、配付している小論文の形式に則ること。

　提出　１０月４日（金）までにＬＣⅠ担当者へ提出する。作成できた時点で提出すること。

評価　2024　小論文課題　評価ルーブリック
	観点
	５
	３
	１

	目的
	自分が立てた問いを理由とともに分かりやすく示した。
	問いを立てたが、理由は示せなかった。
	問いを立てられなかった。

	方法
	使用した資料、参考にした講義の詳細を正確に示した。
	使用した資料、参考にした講義を示した。
	資料を示せなかった。

	結果と分析
	結果と分析を図表や数値などを使いながら分かりやすく示した。
	結果と分析を数値などを使って示した。
	結果と分析を示せなかった。

	考察
	結果と別データを踏まえ、考察ができた。
	結果のみから考察した。
	考察できなかった。

	結論
	レポート全体の要約ができた。
	レポートの一部の要約ができた。
	レポートの要約ができなかった。

	引用・参考
	正しく示した。
	一部正しく示した。
	正しく示せなかった。


＊レポート内に適した評価がない場合は、その評価は0点とする。

作成上の注意事項
　　「リサーチクエスチョン」を立てる上での注意事項
・既に「唯一の答えがあるもの」は問いにはならない。
・「解決方法が明らかになっていないもの」、または「答えが複数あり、検討の余地がまだあるもの」が「リサーチクエスチョン」となる。
　　「研究テーマ」を決定する上での注意事項
・自分で考えた複数の解決策の中から「研究テーマ」を一つに絞る。その理由もレポートする。
・「研究テーマ」と「リサーチクエスチョン」が区別できるように作成する。
・研究テーマのどこに独自性を持たせたのか、自分の仮説を読者が理解できるように作成する。
「研究活動」上の注意事項
・何を証明しようとしたか、読者が理解できるようにする。
・ほとんどの者が、文献調査を実施することになる。
・考察において、自分の考えを裏付ける「根拠」を示す。
[bookmark: _GoBack]・研究の結果、仮説が証明できなかったとしても、その結果も重要な結果である。
